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二
〇
二
二
年
は
、
作
家
三
浦
綾
子
生
誕
一
〇
〇
年
の
年
で
あ

り
、
北
海
道
新
聞
創
刊
八
〇
周
年
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
年
、
綾

子
の
ふ
る
さ
と
旭
川
に
あ
る
三
浦
綾
子
記
念
文
学
館
と
同
紙

の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
三
浦
光
世
が
綴
っ
た
日
記

（「
光
世
日
記
」）
を
も
と
に
同
館
館
長
で
あ
る
著
者
が
綾
子
・

光
世
夫
妻
の
半
生
を
描
い
た
小
説
が
、
三
月
二
六
日
か
ら
翌

二
〇
二
三
年
三
月
一
一
日
ま
で
の
一
年
に
渡
り
、
北
海
道
新
聞

土
曜
の
朝
刊
に
連
載
さ
れ
た
。
こ
の
、
新
聞
小
説
全
五
〇
話
が
、

本
書
の
初
出
で
あ
る
。
二
〇
一
九
年
か
ら
世
界
各
地
で
猛
威
を

振
っ
て
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
日
常
が
変
化
し
、

未
来
へ
の
不
安
を
拭
い
き
れ
な
い
で
い
た
日
々
の
中
で
、
毎
回
、

紙
面
全
面
に
溢
れ
る
、
夫
妻
の
あ
た
た
か
く
も
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク

な
人
生
の
物
語
が
届
け
ら
れ
る
週
末
の
朝
を
心
待
ち
に
し
な
が

ら
、
こ
の
一
年
を
過
ご
し
て
い
た
多
く
の
愛
読
者
た
ち
の
中
の
、

筆
者
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。

　

著
者
は
長
年
、
近
現
代
文
学
、
特
に
言
論
統
制
と
文
学
史
を

研
究
し
、
近
著
『
非
国
民
文
学
論
』（
青
弓
社
、
二
〇
二
〇
年
）

で
は
、
戦
時
下
の
徴
兵
忌
避
者
や
、
徴
兵
を
拒
ま
れ
た
人
た
ち

が
残
し
た
作
品
な
ど
も
取
り
上
げ
な
が
ら
、
国
家
・
国
民
と
文

学
と
の
関
係
を
多
角
的
に
論
証
し
て
い
る
。
ま
た
、
北
海
道
新

聞
「
日
曜
文
芸
」
欄
に
一
四
年
前
か
ら
連
載
中
の
短
歌
コ
ラ

ム
は
、『
書
棚
か
ら
歌
を
』（
深
夜
叢
書
社
、
二
〇
一
五
年
）、『
書

棚
か
ら
歌
を　

二
〇
一
五
︱
二
〇
二
〇
』（
し
ま
ふ
く
ろ
う
新
書
、

二
〇
二
一
年
）
の
二
冊
に
ま
と
め
ら
れ
出
版
さ
れ
て
い
る
。
更

に
、
三
浦
綾
子
記
念
文
学
館
の
二
代
目
館
長
で
あ
っ
た
三
浦
光

世
の
後
を
継
ぎ
、
二
〇
一
七
年
か
ら
三
代
目
館
長
を
担
っ
て
い

る
。
そ
の
著
者
に
よ
り
、
戦
中
派
の
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
歌
人
で
も

あ
っ
た
三
浦
光
世
の
短
歌
研
究
も
始
ま
っ
た
。
本
書
が
、
そ
の

新
た
な
研
究
の
扉
を
拓
い
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
初
出
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
「
光
世
日
記
よ

田
中
綾

『
あ
た
た
か
き
日ひ

か
げ光

　
　
　
　
　
　

三
浦
綾
子
・
光
世
物
語
』

（
北
海
道
新
聞
社
、二
〇
二
三
年
）

林
　

香
苗

▪
成
果
と
展
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書
評
］
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り
」
で
あ
る
。
こ
の
「
光
世
日
記
」
と
は
、
光
世
一
四
歳

の
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
か
ら
、
最
晩
年
九
〇
歳
の

二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
ま
で
の
七
六
年
間
に
綴
ら
れ
、

二
〇
一
五
年
に
三
浦
綾
子
記
念
文
学
館
に
遺
贈
さ
れ
た
、
計

六
三
冊
の
日
記
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
三
浦
文
学
の
背
景
を
知
る

た
め
の
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
同
時
に
、
戦
前
戦
後
の
北
海
道

に
生
き
た
一
民
衆
の
貴
重
な
記
録
で
も
あ
る
。
著
者
が
、
研
究

の
一
環
と
し
て
こ
の
「
光
世
日
記
」
の
調
査
に
あ
た
っ
た
の
は
、

二
〇
一
九
年
の
四
月
か
ら
七
月
ま
で
で
あ
り
、
ま
ず
着
手
し
た

の
が
一
九
六
〇
年
代
の
日
記
で
あ
っ
た
。
本
書
は
、
日
記
に
材

を
と
っ
た
小
説
、
と
い
う
形
態
を
と
っ
て
は
い
る
が
、
実
質
的

に
は
、
著
者
に
よ
る
「
光
世
日
記
」
研
究
の
成
果
発
表
の
場
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
そ
の
成
果
と
も
い

え
る
一
四
も
の
新
資
料
が
、
作
中
で
ご
く
自
然
に
用
い
ら
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
各
章
末
に
は
著
者
に
加
え
、
北
海

道
新
聞
関
係
者
（
１
）

や
三
浦
綾
子
記
念
文
学
館
学
芸
員
ら
（
２
）

が
執
筆
し
た
解
説
や
、
作
品
に
引
用
さ
れ
た
「
光
世
日
記
」
の

当
該
ペ
ー
ジ
の
写
真
、
新
聞
記
事
の
一
部
も
併
録
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
光
世
が
詠
ん
だ
短
歌
二
五
首
が
、
未
公
開
の
も
の
も

含
め
作
中
に
引
用
さ
れ
、
そ
の
詠
歌
時
の
心
情
が
語
ら
れ
な
が

ら
物
語
が
進
行
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
歌
と
散

文
を
緊
密
に
関
わ
ら
せ
て
い
く
手
法
を
と
っ
た
著
者
は
、
本
書

を
「
歌
物
語
」
と
位
置
付
け
て
創
作
し
て
い
っ
た
よ
う
に
も
思

わ
れ
る
。

　

本
書
の
構
成
は
、
初
出
時
の
二
部
立
て
か
ら
三
部
に
改
め
ら

れ
た
。

　
　

第
一
章　

病
め
る
と
き
に
既
に
愛あ
い

し
（
全
二
二
話
）

　
　

第
二
章　

口
述
筆
記
の
書
斎
（
全
一
八
話
）

　
　

第
三
章　

い
よ
い
よ
愛か
な

し　

光
世
一
人
語
り（
全
一
〇
話
）

　
　

三
浦
綾
子
・
光
世
［
年
譜
］
三
浦
綾
子
記
念
文
学
館
編

　
　

解
説　

三
浦
光
世
日
記
に
つ
い
て　

田
中　

綾

　

先
述
の
如
く
、
こ
の
い
ず
れ
の
章
に
も
「
光
世
日
記
」
の
内

容
が
ふ
ま
え
ら
れ
、
光
世
の
視
点
で
描
か
れ
て
い
る
点
が
新
鮮

で
あ
る
。

　

次
に
、
各
章
の
内
容
と
著
者
の
視
点
を
挙
げ
た
い
。

　

第
一
章
で
は
、
綾
子
の
デ
ビ
ュ
ー
作
と
な
る
『
氷
点
』
が
、

朝
日
新
聞
一
千
万
円
懸
賞
小
説
に
一
位
入
選
す
る
前
夜
と
、
そ

の
後
の
「『
氷
点
』
狂
騒
曲
の
よ
う
な
日
々
」
が
描
か
れ
る
。「
風

が
、
ツ
ル
ア
ジ
サ
イ
の
白
い
装
飾
花
を
揺
ら
し
て
い
る
。」
︱

こ
の
書
き
出
し
か
ら
一
瞬
に
し
て
、
一
九
六
四
年
六
月
、
旭
川

郊
外
の
三
浦
商
店
で
「
く
る
く
る
と
よ
く
働
く
四
十
代
」
の
綾

子
の
日
常
に
い
ざ
な
わ
れ
る
。
爽
や
か
な
中
に
も
ど
こ
か
象
徴
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的
な
こ
の
冒
頭
は
、
原
罪
を
扱
っ
た
『
氷
点
』
の
不
気
味
な
始

ま
り
︱
「
風
は
全
く
な
い
。」
と
対
を
な
し
て
い
る
。
ま
た
、「
く

る
く
る
と
よ
く
働
く
」は
、綾
子
の
小
説『
続
氷
点
』や『
母
』、『
銃

口
』
に
も
頻
出
す
る
表
現
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
三
浦
作
品
に
向

け
ら
れ
た
、
著
者
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
出
逢
っ
た
時
か
ら
病
床
に
あ
っ
た
綾
子
と
の
結
婚
に

至
る
道
の
り
と
、
愛
に
満
ち
た
新
婚
生
活
も
、
こ
の
章
で
描
か

れ
る
。
初
夏
の
あ
る
日
、
二
人
で
川
辺
を
散
歩
し
て
い
る
と
、

光
世
が
「
赤
と
ん
ぼ
」
を
朗
々
と
歌
い
出
す
。
近
所
の
子
ど
も

た
ち
も
つ
い
て
き
て
、
い
つ
し
か
夕
陽
の
中
で
の
大
合
唱
と
な

る
こ
の
場
面
な
ど
は
、
映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
の
よ
う
で
も
あ
る
。

歌
を
愛
し
、将
棋
も
好
き
で
、映
画
「
エ
デ
ン
の
東
」
を
観
れ
ば
、

そ
の
夜
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
デ
ィ
ー
ン
の
顔
真
似
を
し
て
綾
子
の
笑

み
を
誘
う
光
世
の
、
人
間
味
溢
れ
る
新
た
な
側
面
に
終
始
引
き

寄
せ
ら
れ
る
の
だ
が
、
デ
ィ
ー
ン
演
じ
る
青
年
「
キ
ャ
ル
」
の

孤
独
や
苦
悩
こ
そ
、
幼
い
頃
の
光
世
が
抱
い
た
そ
れ
と
重
な
っ

て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
こ
の
よ
う
に
、
本
作
の
中
で
著
者
が

散
り
ば
め
て
い
る
歌
、
映
画
や
聖
書
の
一
節
を
紐
解
い
て
み
る

こ
と
に
よ
り
、
光
世
が
生
き
た
背
景
を
一
層
深
く
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
読
者
に
、
光
世
の
そ
ば
に

あ
っ
た
そ
れ
ら
の
豊
か
な
世
界
に
も
、
ぜ
ひ
触
れ
て
ほ
し
い
と

願
う
著
者
の
想
い
も
、
こ
こ
に
伝
わ
る
の
で
あ
る
。

　

第
二
章
は
、
結
婚
か
ら
九
年
が
経
ち
、
綾
子
の
作
家
生
活

も
四
年
目
と
な
る
一
九
六
八
年
か
ら
始
ま
る
。
小
説
『
塩
狩

峠
』
以
降
の
綾
子
の
代
表
作
が
口
述
筆
記
さ
れ
て
い
く
様
子
が

描
か
れ
、
各
作
品
の
人
物
造
型
に
、
光
世
の
親
兄
弟
が
関
係
し

て
い
る
こ
と
も
う
か
が
え
る
。
逆
に
、
綾
子
の
作
品
が
直
接
描

か
れ
て
い
な
い
話
も
あ
る
。
例
え
ば
、
結
婚
以
来
肉
親
の
よ
う

に
慕
い
、
助
け
ら
れ
て
き
た
綾
子
の
弟
昭
夫
が
、
不
慮
の
事
故

で
命
を
奪
わ
れ
る
第
七
話
に
は
、
昭
夫
に
向
け
た
光
世
の
挽
歌

が
、
五
首
も
引
用
さ
れ
て
い
る
（
一
一
六
頁
）。
第
二
章
で
は
、

こ
の
場
面
に
至
る
ま
で
、
短
歌
の
引
用
は
無
い
。
だ
が
こ
こ
で
、

光
世
の
激
し
い
慟
哭
が
一
気
に
迫
り
来
る
の
で
あ
る
。
五
首
、

た
っ
た
の
五
行
。
短
歌
に
こ
そ
成
し
得
る
人
間
の
心
の
奥
深
く

に
あ
る
想
い
の
表
出
が
見
事
な
場
面
で
あ
り
、
こ
の
緩
急
あ
る

短
歌
の
引
用
に
も
、
著
者
の
熟
慮
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
二
〇
二
二
年
一
月
四
日
の
北
海
道
新
聞
朝
刊
の
第
一

面
に
掲
載
発
表
さ
れ
た
、
綾
子
の
未
発
表
の
詩
「
三
浦
光
世

に
捧
げ
る
詩
」
が
引
用
さ
れ
る
の
も
、
こ
の
第
二
章
で
あ
る

（
一
〇
六
頁
）。

　
「
光
は
個
体
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。」
か
ら
始
ま
る
こ
の
詩
に

は
、
出
逢
っ
た
頃
の
光
世
に
抱
い
た
印
象
が
、
十
年
間
の
結
婚
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生
活
を
経
て
、「
光
を
さ
し
示
し
な
が
ら
共
に
生
き
て
く
れ
る
立

派
な
人
間
の
男
だ
っ
た
。」
と
変
化
し
て
い
っ
た
綾
子
の
想
い

が
表
れ
て
い
る
。正
に
こ
の
章
で
、著
者
は
光
世
を「
人
間
の
男
」

と
し
て
描
き
き
る
。
母
が
不
在
だ
っ
た
幼
少
期
の
孤
独
、
貧
し

く
尋
常
小
学
校
卒
業
と
同
時
に
働
い
た
十
代
、
そ
し
て
二
十
代

に
な
っ
て
も
癒
え
な
い
自
身
の
病
。
だ
が
、
光
世
の
中
に
も

あ
っ
た
こ
の
傷
や
弱
さ
や
負
い
目
は
、
や
が
て
昇
華
さ
れ
て
い

く
。
一
体
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
。
そ
の
理
由
を
見
出
す
こ
と
の
で

き
る
こ
の
小
説
に
、「
ビ
ル
ド
ゥ
ン
グ
ス
ロ
マ
ン
（
教
養
小
説
）」

と
し
て
の
読
み
ど
こ
ろ
を
も
覚
え
る
の
で
あ
る
。

　

第
三
章
で
は
、
綾
子
の
晩
年
と
、
一
九
九
九
年
に
綾
子
を
天

に
送
っ
た
後
の
出
来
事
が
、
光
世
の
一
人
語
り
に
よ
り
語
ら
れ

る
。
こ
の
、
内
容
と
文
体
の
一
致
が
実
に
効
果
的
な
章
で
あ
る
。

第
一
話
で
は
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
診
断
さ
れ
た
綾
子
の
介

助
が
始
ま
る
一
九
九
二
年
ま
で
の
約
一
八
年
間
、
光
世
が
「
光

世
日
記
」
を
勉
強
の
た
め
に
英
語
で
書
き
続
け
て
い
た
こ
と
や
、

詩
画
作
家
の
星
野
富
弘
が
、
綾
子
と
の
約
束
通
り
、
二
〇
〇
三

年
九
月
二
五
日
に
三
浦
綾
子
記
念
文
学
館
を
訪
れ
た
こ
と
、
そ

の
翌
日
に
旭
川
市
内
で
星
野
の
講
演
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
朝
に

十
勝
沖
地
震
が
起
き
驚
い
た
こ
と
な
ど
が
語
ら
れ
る
。
後
半
は
、

戦
争
に
関
わ
る
話
題
が
中
心
と
な
る
。
光
世
が
徴
兵
検
査
を
受

け
た
一
九
四
四
年
七
月
一
五
日
と
一
六
日
の
「
光
世
日
記
」
の

記
録
に
基
づ
く
検
査
内
容
の
詳
細
や
、
同
年
九
月
に
国
民
学
校

で
開
催
さ
れ
た
、
陸
軍
美
術
展
に
出
品
さ
れ
て
い
た
絵
画
に
感

銘
を
受
け
た
こ
と
、
そ
の
展
覧
会
に
小
磯
良
平
（
３
）

が
「
ビ
ル

マ
独
立
式
典
図
」
を
発
表
し
て
い
た
こ
と
、
三
月
一
〇
日
の
陸

軍
記
念
日
に
、
受
洗
後
だ
っ
た
が
日
露
戦
争
に
従
軍
し
た
祖
父

が
、
小
学
校
に
呼
ば
れ
皆
の
前
で
訓
話
を
し
た
こ
と
も
明
か
さ

れ
る
。
戦
中
の
実
録
と
し
て
も
、
価
値
の
あ
る
資
料
で
あ
る
。

　

次
に
、
こ
れ
ら
の
新
資
料
の
中
で
、
筆
者
が
特
に
着
目
し
た

三
点
を
取
り
上
げ
、
そ
の
特
徴
か
ら
本
書
の
資
料
的
価
値
を
解

説
し
た
い
。

　

第
一
の
新
資
料
は
、
正
岡
子
規
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で

あ
る
。
先
述
の
如
く
、
光
世
は
幼
児
期
か
ら
病
が
ち
で
あ
っ
た
。

小
学
校
卒
業
後
、
中
頓
別
の
営
林
署
に
採
用
さ
れ
る
も
、
膀
胱

を
悪
く
し
小
頓
別
の
実
家
に
帰
る
。
母
に
付
き
添
わ
れ
北
海
道

大
学
病
院
で
右
腎
臓
の
摘
出
手
術
を
受
け
た
の
が
、
一
七
歳
の

時
で
あ
る
。
だ
が
、
四
年
後
に
悪
化
し
夜
中
に
起
き
る
こ
と
五
、

六
回
。
数
丁
の
歩
行
さ
え
困
難
に
な
っ
た
の
が
二
四
歳
の
頃

だ
っ
た
。そ
の
様
子
は
自
伝『
青
春
の
傷き
ず
あ
と痕
』（
フ
ォ
レ
ス
ト
ブ
ッ

ク
ス
、
二
〇
〇
六
年
）
に
詳
し
い
が
、
そ
こ
で
は
光
世
の
胸
の

内
は
語
ら
れ
ず
、
周
囲
へ
の
感
謝
も
含
め
淡
々
と
記
さ
れ
て
い
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る
。
と
こ
ろ
が
、
二
七
歳
の
誕
生
日
に
光
世
が
詠
ん
だ
次
の
短

歌
が
、
本
書
の
中
で
初
公
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
「
友
ら
皆
め
と
り
我わ
れ

の
み
め
と
ら
ず
と
詠
み
て
し
子
規
が
心

偲し
の

ば
ゆ
」（
四
六
頁
）。
つ
ま
り
、
当
時
光
世
は
そ
の
心
中
を
、

近
代
俳
句
の
創
立
者
に
し
て
、
闘
病
の
果
て
に
独
身
の
ま
ま

三
一
歳
で
夭
折
し
た
正
岡
子
規
の
そ
れ
と
重
ね
合
わ
せ
て
い
た
、

と
い
う
こ
と
が
こ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

一
九
五
一
年
四
月
五
日
の
「
光
世
日
記
」
全
文
の
写
真
が
章
末

に
公
開
さ
れ
て
い
る
が
（
八
七
頁
）、
そ
こ
に
は
確
か
に
、
光

世
の
筆
致
で
「
茶
の
間
か
ら
更
に
廊
下
に
行
き
日
を
浴
び
つ
ゝ

子
規
の
歌
拾
ひ
よ
む
。」
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
「
子
規
の

歌
」
と
は
、
弟
子
（
福
田
把は
り
つ栗
）
の
結
婚
を
祝
い
詠
ん
だ
五
首

（
歌
集
『
竹
の
里
歌
』
所
収
の
「
把
栗
新
婚
」）
の
こ
と
で
あ
っ

た
、
と
著
者
は
解
き
明
か
し
、
作
中
に
引
用
し
て
い
る
。「
よ
き

妻
を
君
は
娶め
と

り
ぬ
妻
は
あ
れ
ど
殊こ
と

に
か
な
ひ
ぬ
君
が
妻　

君

に
」（
四
六
頁
）
︱
最
良
の
妻
と
出
逢
い
結
ば
れ
た
弟
子
を
、
心

か
ら
祝
福
す
る
一
方
で
、
子
規
の
複
雑
な
想
い
も
秘
め
ら
れ
た

歌
で
あ
る
。
そ
こ
に
自
身
の
心
と
の
繋
が
り
を
感
じ
た
こ
と
で
、

こ
の
時
期
の
病
め
る
光
世
は
、
ど
れ
ほ
ど
勇
気
づ
け
ら
れ
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
そ
の
三
年
後
に
、
よ
も
や
自
身
に
も

「
殊
に
か
な
ひ
ぬ
」
妻
と
の
運
命
的
な
出
逢
い
が
待
ち
受
け
て

い
よ
う
と
は
、
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て

そ
の
「
妻
」
に
勧
め
ら
れ
、子
規
を
源
流
と
す
る
「
ア
ラ
ラ
ギ
」

に
、
や
が
て
入
会
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
こ
と
も
。

　

第
二
の
新
資
料
は
、「
青
い
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
」
と
、
映
画
「
野
ば

ら
」
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。「
年
は
明
け
、
一
九
五
八

年
。
／
二
人
が
出
逢
っ
て
か
ら
ほ
ぼ
三
年
。
綾
子
に
は
回
復
の

兆
し
が
見
え
る
一
方
、
急
に
幻
覚
や
幻
聴
が
起
こ
り
、
一
時
は

札
幌
の
病
院
に
入
院
す
る
事
態
に
も
な
っ
て
い
た
。」（
七
四
頁
）

か
ら
始
ま
る
第
一
章
二
一
話
に
は
、
体
の
弱
い
二
人
の
結
婚
を

当
初
は
案
じ
て
い
た
光
世
の
兄
が
、
自
身
が
育
て
た
青
い
ヒ
ヤ

シ
ン
ス
を
綾
子
に
届
け
に
き
た
こ
と
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

花
言
葉
は
「
変
わ
ら
ぬ
愛
」
で
あ
り
、
綾
子
は
す
ぐ
に
、
光
世

の
勤
め
る
営
林
局
に
喜
び
の
電
話
を
か
け
た
。
二
人
の
結
婚
ま

で
の
道
の
り
が
、
決
し
て
順
風
満
帆
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
だ

が
次
第
に
、
家
族
が
応
援
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た

過
程
と
喜
び
が
、
光
世
の
視
点
で
綴
ら
れ
る
。

　

そ
の
後
、
二
人
は
初
め
て
病
床
か
ら
出
て
映
画
館
に
出
か

け
、「
野
ば
ら
」
を
観
た
こ
と
も
、
同
年
一
〇
月
二
三
日
の
「
光

世
日
記
」
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
。
光
世
を
感
動
さ
せ
た

「
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
」
が
作
中
に
蘇
る
。
そ
こ
に
は
、
映
画
の
中

で
ウ
ィ
ー
ン
少
年
合
唱
団
の
ボ
ー
イ
・
ソ
プ
ラ
ノ
が
独
唱
し
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た
「
陽
の
輝
く
日
」
の
歌
詞
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中

の
「
太
陽
が
ほ
ほ
笑
み
か
け
る
な
ら
／
心
は
安
ら
ぎ
／
ど
ん
な

苦
労
も
な
く
な
る
さ
」
に
着
目
し
た
で
あ
ろ
う
著
者
は
、「
二
人

に
は
、
自
分
た
ち
へ
の
は
な
む
け
の
言
葉
の
よ
う
に
も
思
わ
れ

た
。」（
七
七
頁
）
と
綴
る
。
こ
れ
ら
は
、
二
人
の
出
逢
い
か
ら

結
婚
ま
で
の
道
の
り
が
、
光
世
の
側
か
ら
照
ら
さ
れ
た
資
料
と

し
て
、
綾
子
の
自
伝
小
説
『
道
あ
り
き
』
と
今
後
対
を
な
す
も

の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

第
三
の
新
資
料
は
、
光
世
の
、
韓
国
へ
の
想
い
に
関
す
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
第
三
章
九
話
で
は
、「
神
と
人
間
」
を
テ
ー

マ
に
激
動
の
昭
和
が
描
か
れ
た
、
三
浦
綾
子
文
学
の
集
大
成
に

し
て
遺
言
と
も
言
わ
れ
る
大
河
小
説
『
銃
口
』
に
つ
い
て
語
ら

れ
る
。
そ
の
舞
台
公
演
が
二
〇
〇
五
年
一
〇
、一
一
月
に
ソ
ウ

ル
で
行
わ
れ
、
光
世
も
現
地
に
向
か
っ
た
。「
日
本
の
過
ち
を
謝

罪
し
た
い
」
と
願
っ
て
い
た
綾
子
の
想
い
を
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル

で
届
け
た
こ
と
、
韓
国
の
観
客
が
こ
の
演
劇
に
日
本
人
の
「
良

心
」
を
感
じ
、
自
分
た
ち
の
歴
史
と
も
重
ね
て
共
鳴
し
て
く

れ
た
喜
び
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
様
子
は
、『「
銃
口
」
が
架

け
た
日
韓
の
橋
』（
新
日
本
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
に
詳
し
い

が
、
こ
の
時
期
の
光
世
が
、
同
世
代
作
家
の
岡
部
伊
都
子
（
４
）

や
、
朴パ
ク
ミ
ン
ナ

敏
那
（
５
）

ら
韓
国
人
作
家
の
作
品
を
読
み
込
ん
で
い
た

こ
と
が
、今
回
明
ら
か
に
な
っ
た
。
特
に
朴

パ
ク
キ
ョ
ン
ナ
ム

慶
南
（
６
）
が
記
し
た
、

関
東
大
震
災
の
時
、
三
百
人
あ
ま
り
の
朝
鮮
人
を
助
け
た
大
川

常
吉
警
察
署
長
の
逸
話
は
、『
銃
口
』
の
主
人
公
北
森
竜
太
が
、

徴
兵
さ
れ
た
満
州
で
韓
国
人
青
年
金
俊
明
に
よ
り
命
を
救
わ
れ

た
場
面
と
重
な
る
。
そ
し
て
、
晩
年
の
光
世
が
な
お
韓
国
の
情

勢
を
見
つ
め
、
こ
の
国
の
人
々
に
心
を
寄
せ
続
け
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
記
録
が
今
後
更
に
発

見
さ
れ
れ
ば
、
韓
国
を
は
じ
め
と
す
る
海
外
に
お
け
る
、
三
浦

作
品
の
伝
播
と
受
容
が
研
究
さ
れ
る
際
の
、
糸
口
と
な
る
で
あ

ろ
う
。

　

こ
の
「
光
世
日
記
」
研
究
が
、
今
後
一
層
深
め
ら
れ
て
い
く

こ
と
を
期
待
す
る
。
三
浦
文
学
の
背
景
が
、
光
世
の
視
点
か
ら

も
分
析
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
作
品
読
解
の
新
た
な
可
能
性

が
出
て
来
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
我
が
国
で
も
稀
有
な
「
口

述
筆
記
」
が
三
浦
文
学
に
も
た
ら
す
、
文
体
と
作
品
内
容
の
関

わ
り
に
関
す
る
研
究
が
始
ま
れ
ば
、
本
書
は
そ
れ
に
寄
与
す
る

も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
や
が
て
、
終
戦
八
〇
年
を
迎
え
る
こ
の

世
界
は
、
未
だ
絶
え
間
な
い
戦
争
に
揺
れ
て
い
る
。
三
浦
文
学

は
、
人
間
が
苦
難
や
国
家
権
力
の
不
条
理
に
対
峙
す
る
中
で
、

そ
れ
で
も
人
間
と
し
て
人
間
ら
し
く
生
き
る
道
を
、
一
貫
し
て

問
い
続
け
た
。
そ
れ
ら
が
生
ま
れ
た
瞬
間
、
瞬
間
の
ド
キ
ュ
メ
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ン
タ
リ
ー
で
あ
る
本
作
の
続
編
を
、
切
望
し
て
や
ま
な
い
。

（
は
や
し　

か
な
え
・
北
海
学
園
大
学
大
学
院
修
士
課
程
）

【
註
】

（
１
）
古
家
昌
伸
、
赤
木
国
香

（
２
）
長
友
あ
ゆ
み
、
難
波
真
実

（
３
）
後
に
、
三
浦
綾
子
の
『
積
木
の
箱
』
の
挿
絵
や
、『
銃
口
』
の
装

画
に
使
わ
れ
た
代
表
作
「
斉
唱
」
を
手
が
け
た
、
日
本
を
代
表
す
る

画
家
。

（
４
）『
遺
言
の
つ
も
り
で
︱
伊
都
子
一
生　

語
り
下
ろ
し
』（
藤
原
書
房
、

二
〇
〇
六
年
）

（
５
）『
鉄
条
網
に
咲
い
た
ツ
ル
バ
ラ
︱
韓
国
女
性
８
人
の
ラ
イ
フ
ス

ト
ー
リ
ー
』（
大
畑
龍
次
訳
・
監
修
、
同
時
代
社
、
二
〇
〇
七
年
）

（
６
）『
ポ
ッ
カ
リ
月
が
出
ま
し
た
ら
』（
三
五
館
、
二
〇
〇
六
年
）
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